
株式会社サイネックスによる編集記事ページです

葬儀・お墓
KURE

CITY

このページは有料広告掲載ページです
宗教によって葬儀の行い方にも異なったルールが
あることを知っておきましょう。

現在、墓地や霊園などで多く見られる形のお墓は、江戸時代の中頃
から広く使われるようになったと言われています。近年は、既成の
型にこだわらない自由なデザインのお墓も見られます。

※掲載の記事に関しましては、一般的な慣習を掲載したものであり、各宗教や宗派または地域により異なる場合があります

知っておきたい葬儀のマナー お墓の形いろいろ
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最も標準的な形のお墓です。
竿石の下に上台石、下台石を
重ねた形が多く見られます。

芝生墓 地やガーデニング 霊
園、西洋風霊園などの増加と
ともに、西洋風のお墓も増え
てきました。

伝統的な形にとらわれず、故人
の趣味や個性を反映したオリ
ジナルのデザインを施したお
墓を選ぶ方も増えています。

現在の和型墓石が広く普及す
る以前に多く作られた、供養
塔の形をしたお墓です。

和型
供養塔
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